
特
集

元
気
に 

楽
し
く 
人
生
を
送
る
た
め
に 高齢者がいきいきと安心して暮らせる地域をめざして

 地域社会において高齢者の活躍の場が広がっています
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対象者 2回目の接種時期 対象人数 接種券送付・予約開始時期 3回目接種の開始時期

一般市民

令和3年5、6月 約2,900人 令和4年1月 令和4年2月

令和3年7月 約6,200人 令和4年2月 令和4年3月

令和3年8月 約4,000人 令和4年3月 令和4年4月

令和3年9月 約1,700人 令和4年4月 令和4年5月

令和3年10月 約1,400人 令和4年5月 令和4年6月

令和3年11月 約50人 令和4年6月 令和4年7月

令和3年12月 約20人 令和4年7月 令和4年8月

令和4年1月 約10人 令和4年8月 令和4年9月

今後のスケジュール（予定）

対象者 対象人数 接種券送付時期 接種の開始時期

医療従事者等
約1,500人

令和3年11月 令和3年12月

高齢者施設入所者等 令和3年12月 令和4年1月

　福井県内での追加接種は、医療従事者を対象として、令和
3年12月2日に、福井勝山総合病院においてスタートしまし
た。

新型コロナワクチン
追加接種に関するお知らせ
問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

対象者
２回目の接種完了から8か月以上経過した、
接種日時点で18歳以上の市民
使用するワクチンの種類
メッセンジャー RNAワクチン（ファイザー社ワ
クチンまたは武田/モデルナ社ワクチン）。当面
の間は、薬事承認されているファイザー社ワク
チンを追加接種で使用します。今回の接種では
1、2回目と違うワクチンを接種する交互接種が
可能となったため、ワクチンの供給状況によっ
てはいずれかを接種することになります。
接種方法
医療機関等での個別接種、
ジオアリーナでの集団接種
※�今回は集団接種の会場がジオアリーナに変更
になります

　勝山市では、12月2日から医療従事者を対象とするワクチンの追加接種（３回目）が始まっています。今
後の追加接種の実施については、次のとおり計画しています。

予約方法
ワクチン接種の予約方法については、詳細が決まり
次第、改めてお知らせします。
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年末年始、基本的な感染対策の再徹底をしましょう
　安心して年末年始を迎えるためには、基本的な感染対策を継続することが必要です。気を緩めずに、感
染対策の徹底をお願いします。

帰省などで家族・友人に会う際は、必ず「おはなしはマスク」を実践しましょう。
忘新年会など飲食中も、会話時はマスクを着用しましょう。
帰省や旅行など県外との往来後は、体調管理に注意しましょう。
寒い季節も換気、手指消毒など基本的な感染対策を継続しましょう。

新型コロナ感染症の影響による介護保険料の減免

　新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯の主たる生計維持者の事業収入、不動産収入、山林収入
または給与収入（以下「事業収入」）の減少が見込まれ、次の①②の両方に該当する方について、減少する見
込みの事業所得の割合に応じた保険料の一部または全部を免除します。

① �事業収入等のいずれかの減少額（保険金、損害賠償等により補填される金額を控除した額）が前年の当該
事業収入等の額の3割以上

② 減少が見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下
※ 事業の廃止や失業の場合には、前年の合計所得金額にかかわらず対象保険料額の全部を免除

対象保険料▶納期限が令和3年4月1日～令和4年3月31日のもの

問健康長寿課（すこやか内）　☎87 ｰ 0888

今年の冬は
スキージャムで
お得に楽しもう

道の駅で買ってお
得

無料バスに乗って
お得

　勝ち山飯プレミアム付お食事
券は、ご好評につき完売しまし
た。なお、お食事券は、令和4
年3月31日まで使用できます。

　勝山左義長まつりが、令和4
年2月26、27日に開催される予
定です。ただし、感染予防対策
として、屋台の出
店や御神火送りな
どは中止します。

　えちぜん鉄道勝山駅から勝山市役所を経由し、スキージャ
ム勝山までを結ぶ無料送迎バス（1日 往3便・復2便）を運行し、
バスを利用する勝山市民1人につき3,000円分のスキージャム
勝山のリフト割引クーポンを配布します。
期間▶�12月25日～令和4年3月21日の土日祝日
　　　※12月25日～令和4年1月3日までは毎日運行
問環境政策課（市役所1階）　☎88 ｰ 8104

　道の駅「恐竜渓谷かつやま」で3,000円以上のお買い物をされ
た方に、スキージャム勝山のリフト1日券の半額割引クーポン（1
枚につき1人が使用可、1日先着80枚限定）を配布します。
配布期間▶�12月18日～令和4年2月20日
問商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）　☎88 ｰ 8117

詳細はこちら
広報かつやまに折り込み
のチラシには、その他に
もお得な情報が掲載され
ています。

今年の冬は
スキージャムで
お得に楽しもう

勝山左義長まつり
２年ぶりの開催へ

プレミアム付
お食事券が完売

詳細はこちら詳細はこちら
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今
月
の
特
集
で
は
、
地
域
社
会
に
お
い

て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
活
躍
で

き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
や

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
フ
レ
イ
ル

予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
な
か
、
勝
山
市
に
お
い
て
も

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し

や
夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
一

方
で
、
若
者
世
代
の
人
口
は
減
少
し
て
お

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
不
足
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
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第8次勝山市老人福祉計画・介護保険事業計画より

高齢者がいきいきと安心して暮らせる地域をめざして
元気に楽しく人生を送るために

【
勝
山
市
の
人
口
推
計
】

特
　
集
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特集　元気に楽しく人生を送るために

老人クラブの活動には
多くの地域の仲間が集
います。活動に興味が
ある方は、勝山市高齢
者連合会までお気軽に
お問い合わせください。

問�勝山市高齢者連合会
☎87-3143

勝山市高齢者連合会
会長　松

まつ
井
い

　拓
たく

夫
お

さん

健康な生活を送るこ
とは、仲間や地域の
皆さんと一緒に笑
い、語り、交流する
ことから生まれま
す。我々の知識や経
験を活かした活動を
続けて、地域を豊か
にしていきます。

働
い
て
も
っ
と
元
気
に

　
勝
山
市
で
は
、
市
内
の
各
地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
や
勝
山
市
高
齢
者
連
合
会
が
実

施
し
て
い
る
多
様
な
社
会
活
動
に
対
す

る
補
助
金
の
交
付
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

勝
山
市
内
に
あ
る
ラ
ー
メ
ン
店
で
は
、

高
齢
者
を
雇
用
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

働
く
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
創
出
し
、
お

店
が
地
域
交
流
の
場
と
し
て
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ラーメン多弐家勝山店
店長　藤

ふじ
澤
さわ

　泰
たい

三
ぞう

さん

ラーメン多弐家勝山店
竹
たけ

内
うち

　千
ち

鶴
ず

子
こ

さん

店内はバリアフリーに配慮された空間
となっており、食事を運ぶ際にはワゴ
ンを利用しています。

高齢者に寄り添う気持ちを持っ
て働かなければならないと感じ
ています。不安な気持ちもある
と思いますが、仕事をする喜び
を語ってくれたことが、とても
うれしかったです。これからも、
高齢者が笑顔で元気に働いても
らえるような職場環境をつくり、
もっと地域に愛されるお店をめ
ざしていきます。

料理を運んだり、テー
ブルの後片付けを担
当しています。この
年齢でも働けるのは
ありがたいし、以前
よりも元気になりまし
た。お客さんとのな
つかしい出会いもあ
り楽しいです。

仲
間
と
も
っ
と
楽
し
く

健康づくりの一環として、地域対抗の
運動会を開催。趣向を凝らした競技に
マスク越しでも笑顔がいっぱいです。

熱心に取り組んでいる社会奉仕活動の
ひとつ、長尾山総合公園の清掃活動。
公園内の芝生の雑草取りなどを行って
います。
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特集　元気に楽しく人生を送るために
　

人
は
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
少
し

ず
つ
体
力
や
気
力
が
衰
え
、
外
出
す
る
機

会
が
減
り
、
手
助
け
や
介
護
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
心
と
体
の

働
き
が
弱
く
な
っ
て
き
た
状
態
を
「
フ
レ

イ
ル
」
と
い
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
進
行

を
予
防
す
る
た
め
に
は
「
栄
養
」「
運
動
」

「
社
会
参
加
」
の
3
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
で
も
っ
と
い
き
い
き

　

今
年
は
湯
っ
た
り
勝
山
と
長
山
町
ふ

れ
あ
い
会
館
で
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で

は
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
（
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
担
い
手
）
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
握
力
や
お
口
の
機
能
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、
ど

の
項
目
が
弱
っ
て
き
て
い
る
か
、
早
く
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
後
に
は
、

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
と
し
て
運
動
講
座

や
栄
養
・
口
腔
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
理
学
療
法
士
や
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

自
宅
で
取
り
組
め
る
体
操
や
お
口
体
操

の
お
話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　　色んな方との交流を楽しみたい、体を動かしてみたい方は健康長寿課までお問い合わせください。

いきいきサロン
体操やレクレーション、講座などを行っています。
ところ▶�湯ったり勝山（1～ 3月は福祉健康セン

ター「すこやか」となります）
　　　※送迎はありません
利用回数▶月２回
開催時間▶午前10時～ 11時30分

はつらつ教室
運動機器を使った体操教室です。
ところ▶�悠悠いきいき倶楽部ちゃま、カロリロ勝

山店（どちらも送迎があります）
利用回数▶月２回 （1回当たり150円）
開催時間▶�悠悠いきいき倶楽部ちゃま…午前9時

30分～ 11時、カロリロ勝山店…午後
1時30分～ 3時

「
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
」

　

ふ
く
ら
は
ぎ
の
最
も
太
い
部
分
を
両

手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
軽
く
囲
ん
で

く
だ
さ
い
。

フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？

ま
ず
は
自
己
診
断

み
ん
な
で
集
ま
っ
て

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

フレイル予防をはじめるには？　介護予防教室のご案内

フレイル予防３つの柱
栄　養（食・口腔）
筋肉の素となる肉・魚・大豆や、骨を強
くする乳製品のバランスを意識して、よ
くかんで食べることが大切です。

運　動
「今より10分多く体を動かすこと」を目標
に、無理なく運動量を増やしましょう。

社会参加
社会とのつながりを失うことがフレイル
の第一歩です。サークルやボランティア
活動に参加してみるのもおすすめです。

申・問 健康長寿課（すこやか内）　☎87-0900
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飲食店とコラボしたスイーツを販売
■11月21日　郡町

晴天の下
週末のイベントが大盛況
■11月6・7・13・14・20・21日　勝山市内各所

　11月の週末は、ゆめおーれ勝山や市民会館、越前大仏
など勝山市内各所で、さまざまなジャンルのイベントが
開催されました。これまで、コロナ禍の影響でたくさん
のイベントが中止、延期されてきたこともあり、久しぶ
りの開催にどの会場も大勢の人で賑わいました。

化石発掘体験 ４０万人を突破
■11月3日　かつやま恐竜の森

　かつやま恐竜の森「どきどき恐竜発掘ランド」の
オープンから18年目。この日、化石発掘体験の参加
者が累計40万人に達しました。

　勝山中部中学校の芸
術部が地元の飲食店と
一緒に考案したサツマ
イモのパフェ「キャラ
メル中学いも」を一日限
定で販売しました。
　この日準備した約
100個のパフェは、1時
間で完売するほどの人
気でした。中学生と飲
食店のコラボ、今後の
展開が楽しみです。

勝山ジャズフェスティバル２０２１
■11月7日　勝山市民会館

　県内で活躍するジャズミュージシャンが共演する
勝山ジャズフェスティバルが開催され、当日の様子
はインターネットでライブ配信されました。

　市の福祉事業に役立ててほしいと、株式会社パシ
オンで実施した人形供養の際に集まった浄財9万
2,866円のご寄附をいただきました。

ご寄附
ありがとうございました

イベントの様子は
こちらでご覧ください
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

先
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
就
任
し
た
滝
谷
さ
ん
。
石
川
県

出
身
で
、
こ
れ
ま
で
理
学
療
法
士

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
関
わ
る
仕
事
を
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
「
３
６
０
度
山
に
囲
ま
れ
た
勝
山

は
、
迫
力
が
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い

で
す
」
と
初
め
て
訪
れ
た
時
の
感
想

を
話
す
滝
谷
さ
ん
。
勝
山
で
感
じ

た
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
勝
山
で

の
活
動
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

滝
谷
さ
ん
は
、「
盛
り
上
が
っ
て

い
る
地
域
に
は
、
必
ず
楽
し
そ
う

に
活
動
す
る
人
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
」
と
こ
れ
ま
で
の
知
見

か
ら
、
勝
山
で
も「
人
」を

大
切
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
で
は
、
各

地
域
で
勝
山
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
活
動
中
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
熱
意
や
ア
イ

デ
ィ
ア
は
あ
る
け
ど
や
り

方
が
わ
か
ら
な
い
方
も
一

緒
に
活
動
し
て
い
け
る
よ

う
、
そ
の
た
め
の
き
っ
か

け
と
な
る
機
会
の
創
出
や
交
流
の
拠

点
と
な
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
、
一
緒
に
勝
山

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

今
後
の
展
望
を
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

勝
山
を
元
気
に
す
る
た
め
に
や

り
た
い
こ
と
が
あ
る
方
、
や
り
た

い
け
ど
発
信
や
伝
え
る
方
法
な
ど

が
わ
か
な
い
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の「
や
り
た
い
」を
サ
ポ
ー
ト

勝山市地域おこし協力隊
滝
たきや
谷　恭

きょうへい
兵さん（26）＝栄町5＝

今
年
も
大
活
躍
！

（
福
井
県
高
等
学
校
新
人
大
会
）

【
男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

男�

子
学
校
対
抗　
優
勝

※�

3
月
下
旬
に
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
校
選
抜
大
会
に
出
場

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
勝 

竹
野
輔
・
大
田
透
真 

ペ
ア（
☆
）

　
２
位 

宮
川
昴
也
・
三
觜
悠
人 

ペ
ア（
☆
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
２
位 

宮
川
昴
也（
☆
）、
３
位 

竹
野
輔

女
子
学
校
対
抗　
準
優
勝

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
準
優
勝 

國
吉
穂
乃
叶・工
谷
羽
音 

ペ
ア（
☆
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
優
勝 

工
谷
羽
音（
☆
）、
３
位 

山
口
実
莉

☆�

1
月
に
新
潟
県
上
越
市
で
開
催
さ
れ

る
全
国
高
校
選
抜
大
会
北
信
越
予
選

会
に
出
場

【
女
子
テ
ニ
ス
部
】

団
体　

�

第
３
位

【
陸
上
部
】

男
子
や
り
投　
準
優
勝　
廣
田
純
也

　
（
北
信
越
新
人
大
会
出
場　
５
位
）

女
子
や
り
投　
優
勝　
松
田
美
優

　
（
北
信
越
新
人
大
会
出
場
）

探
究
活
動
の
成
果
を
披
露

�

（
小
高
連
携
）

　

3
年
生
が
勝
山
産
里
芋
を
使
っ
た
料

理
の
レ
シ
ピ
を
３
品
考
案
し
、
市
内
の
小

学
校
給
食
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
29

日
に
は
成
器
南
小
学
校
を
訪
問
し
、
当
日

提
供
さ
れ
た
里
芋
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
レ
シ

ピ
に
つ
い
て
、
５
・
６
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン

し
ま
し
た
。

※�

勝
山
産
の
野
菜

を
使
っ
た
レ
シ

ピ
も
10
種
考
案
。

市
内
飲
食
店
で

提
供

勝高ＨＰ

Facebookで
情報発信中
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
C
O
V
I
D
19
）

の
流
行
に
よ
り
、
集
団
検
診
を
受
け
る

人
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
、
福
井
県
の
集
団
乳
が

ん
検
診
・
受
検
者
数
は
40
%
減
少
し
ま

し
た
。
2
0
2
1
年
度
の
受
検
者
も
増

加
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
く
と
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
機

会
を
逃
し
、
後
に
進
行
が
ん
で
見
つ
か

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
女
性
の
方
ご
自
身
が
自

分
の
乳
房
の
状
態
を
日
頃
か
ら
意
識
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス
」と
言
い
ま
す
。
ブ
レ
ス
ト
は“
乳

房
”、
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
は“
意
識
す
る
こ

と
”で
す
。

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を

身
に
付
け
る
た
め
の
4
項
目

①
い
つ
も
の
状
態
を
知
る

　

�

入
浴
で
体
を
洗
う
と
き
、
着
替
え
る

と
き
な
ど
に
、
自
分
の
乳
房
を
見
て

触
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
変
化
に
気
を
つ
け
る

　

�

し
こ
り
を
探
す
と
い
う
と
い
う
意

識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
つ

も
と
変
わ
り
な
い
か
な
？
」
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

③
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　
「
乳
房
の
し
こ
り
」、「
血
性
の
乳
頭

分
泌
物
」、「
乳
頭
の
た
だ
れ
」
な
ど
に

気
づ
い
た
ら
、
乳
が
ん
検
診
を
待
つ
こ

と
な
く
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

④
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
は
、
乳
が
ん

で
亡
く
な
る
女
性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
検

診
は
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の
大

切
な
１
項
目
で
す
。40
才
に
な
っ
た
ら
、

2
年
に
1
回
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
自
分
の
乳
房
を
意
識
し
、

普
段
の
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、

異
常
の
出
現
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
閉
経
前
の
女
性
は
、
月
経
周

期
に
伴
う
変
化
を
知
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ま
ず
、
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知

る
こ
と
が
、
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
の
第
一
歩
で
す
。

女性の新しい生活習慣
～ブレスト・アウェアネス～

福井勝山総合病院　外科
健康管理センター長　土山智邦

～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

西
ヶ
原
神
明
神
社

　
こ
の
６
月
に
荒
土
町
西
ケ
原
の
お
宮
さ
ん

が
、
山
中
か
ら
元
公
民
館
跡
地
の
近
辺
に
移

築
さ
れ
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。

　
高
齢
化
で
参
拝
も
困
難
と
な
り
過
疎
化
で

管
理
も
難
し
く
な
る
中
で
、
由
緒
あ
る
神
社

を
後
世
に
残
す
た

め
、
ど
う
に
か
資

金
を
調
達
し
て
２

つ
の
神
社
を
麓
に

建
て
た
。以
上
は
、

袖
川
区
長
さ
ん
の

お
話
に
よ
る
。

　
今
回
は
こ
の
２
つ
の
お
宮
さ
ん
の
来
歴
を

た
ど
っ
て
み
る
。

　
宝
暦
９
年
（
1
7
5
9
）「
郡
上
領
下
郷
明

細
帳
」
の
細
野
村
の
項
に
、
神
社
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
神
社
６

ケ
所　
内
２
ケ
所
か
い
ち
（
垣
内
）
の
惣
社
、

４
ケ
所
か
い
ち
の
堂
宮
」
と
あ
り
、
惣
社
と

し
て
八
幡
宮
・
白
山
宮
を
あ
げ
て
い
る
。
堂

宮
は
そ
れ
ぞ
れ
枝
村
に
あ
り「
西
ケ
原
分
」と

し
て
「
神
明
宮　
地
内
神
明
谷
と
申
候
山
中

ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
社
堂
は
４

尺
×
３
尺
５
寸
、
高
さ
６
尺
８
寸
と
あ
る
。

更
に「
観
世
音
」と
あ
り
同
じ
場
所
に
同
じ
間

数
で
建
ち
、２
つ
の
建
物
は
２
間
半
×
９
尺
、

高
さ
７
尺
５
寸
の
覆
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る

と
す
る
。

　
西
ケ
原
に
は
神
明
宮
と
観
世
音
を
祀
る
神

社
が
、
江
戸
中
期
に
は
山
中（
神
明
谷
）に
鎮

座
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
調
べ
た

と
こ
ろ
、
棟
札
に
天
保
７
年（
1
8
3
6
）に

お
宮
を
修
築
し
、
携
わ
っ
た
下
高
島
村
鳥
山

七
兵
衛
ら
２
人
の
棟
梁
名
が
記
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
護
摩
札
も
残
さ
れ
て
い
て
、
修

築
を
裏
付
け
る
同
８
年
３
月
の
札
に
は
、「
奉

遷
宮
神
明
宮
御
本
地
秘
法
氏
子
安
全
五
穀
豊

饒（
穣
）処
」と
記
さ
れ
て
い
た
。
護
摩
札
は

安
永
２
年
（
1
7
7
3
）
か
ら
元
治
２
年

（
1
8
6
5
）ま
で
の
も
の
8
枚
が
残
り
、
威

宝
院
が
祈
祷
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
威

宝
院
は
天
台
系
修
験
で
近
世
に
は
毘
沙
門
境

内
に
建
っ
て
い

た
。
両
社
に
は

御
神
体
と
し
て

観
音
菩
薩
像
７

体
が
祀
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
地
区

を
守
っ
て
き
た
。

ふるさとを訪ねて

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 46

移築された社殿

ブレスト・アウェアネス
イメージキャラクター
(日本乳がん検診学会)

護摩札と棟札
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市
で
は
、
市
道
で
作
業
す
る
除
雪
車

に
G
P
S
機
器
を
搭
載
し
、
除
雪
作
業

状
況
（
除
雪
車
の
現
在
位
置
や
走
行
軌
跡

の
確
認
）
を
地
図
上
で
把
握
で
き
る
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

幹
線
道
路
の
除
雪
状
況
は
、『
み
ち
情

報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
』
で
福
井
県
や
他
市
の

除
雪
状
況
と
合
わ
せ
て
一
体
的
に
表
示
さ

れ
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
大
雪
時
に
、
安
全
に
通
れ
る
道
や
迂
回

路
の
確
認

に
ご
活
用

下
さ
い
。

水
道
管
の″
凍
結
防
止
〟

　

冬
期
間
は
、
水
道
管
が
凍
結
・
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認
・
除
雪

●
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
を
防
寒

●�

長
期
不
在
の
場
合

は
、
給
水
中
止
の

手
続
き
を
と
る
か
、

水
道
メ
ー
タ
ー
横

に
あ
る
止
水
栓
を

閉
め
る

漏
水
し
た
場
合
は
？

　

水
道
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓
を
閉
め
、

早
急
に
指
定
給
水
工
事

事
業
者
に
修
繕
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

水道メーター
止水栓

雪
に
ご
用
心
！

　「
守
ろ
う
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
」

●�

水
量
が
少
な
い
場
合
は
、
投
雪
を
控

え
る

●�

流
雪
溝
を
詰
ら
せ
な
い

●�

下
流
で
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し
て

い
る
情
報
を
得
た
際
は
、
投
雪
を

一
旦
止
め
る

●�

除
雪
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車
、
駐

車
場
へ
の
車
両
放
置
は
厳
禁

●�

大
雪
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
と

き
は
、
外
出
を
控
え
る

●
水
道
水
で
の
融
雪
は
控
え
る

�

●�

開
い
た
投
雪
口（
グ
レ
ー
チ
ン
グ
な

ど
）に
は
必
ず
赤
旗
な
ど
を
立
て
る

�

●�

屋
根
雪
下
ろ
し
で
の
転
落
や
、
除

雪
機
械
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る

　
市
民
の
皆
さ
ん
1
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
で
快
適
に
冬
を
過
ご

せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
協
力
し
て
冬
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

●
地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
を
行
う

　
　

�

除
雪
に
か
か
る
助

成
金
や
除
雪
機
の

貸
出
が
あ
り
ま
す

�

●�

防
火
水
槽
や
用
水
路
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
付
近
の
除
排
雪
を
行
う

詳しくはこちら

　
降
雪
前
に
ハ
ウ
ス
を
点
検
し
、
降
雪
被

害
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ウ
ス
の
保
守
管
理

●�

中
柱
を
立
て
る
な
ど
の
応
急
的
な
補
強

●�

積
雪
前
に
内
部
被
覆
を
解
放
し
た
う

え
で
暖
房
を
行
い
、
融
雪
対
策

●�

積
雪
深
が
ハ
ウ
ス
の
耐
雪
強
度
を
大

き
く
上
回
る
場
合
は
、
被
覆
資
材
を
切

断
除
去

農
業
用
ハ
ウ
ス
の″
倒
壊
防
止
〟

新規

雪捨て場は雪捨て場は
九頭竜川「立石線つきあたり」九頭竜川「立石線つきあたり」
　屋根や宅地の雪を捨てる場合
にご利用ください。
　なお、開設は常時ではなく、積
雪の状況により実施します。市
ホームページでご確認ください。
問都市建設課
　（市民会館２階）
　☎88 ｰ 8107

問道路の除雪
　都市建設課（市民会館２階）☎88 ｰ 8107
問除雪作業員の登録・紹介
　監理・防災課（市役所２階）☎88 ｰ 8125
問屋根雪下ろしの助成金
　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888
問水道関係
　上下水道課（市民会館２階）☎88 ｰ 8109
問水路・流雪関係
　消防署　☎88 ｰ 0400

みち情報ネットみち情報ネット
ふくいふくい

問県土木部道路保全課
　☎0776ｰ20ｰ0477

事業者一覧

幹
線
道
路
の
除
雪
状
況
は

「
み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
」で

新規

「
ル
ー
ル
」と「
マ
ナ
ー
」

助
け
合
い
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調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健
康
な
ど

を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達
し
、
安
否
確
認

を
行
い
ま
す
。

対�　
象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な

ど
で
、
福
祉
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

費　
用
▼
１
食
２
５
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す

�

問
健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
8
8
8

　
屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※�

事
前
登
録
が
必
要
で
す

対�　
象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
母

子
世
帯
な
ど
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市

の
名
簿（
以
下
、福
祉
票
）に
登
録
さ
れ
、

か
つ
市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当
す

る
方

助
成
金
▼
1
回
1
万
円

※�

一
冬
期
間
2
回
以
内
（
地
区
に
よ
っ
て

は
4
回
）

※�

雪
下
ろ
し
前
後
の
写
真（
日
付
入
り
）お

よ
び
領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

対�　
象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、

福
祉
票
に
登
録
さ
れ
、
要
介
護
認
定
を

受
け
た
方
が
い
る
世
帯

費　
用
▼
1
回（
１
時
間
）３
０
０
円

※�

一
冬
期
間
6
回

以
内

相�

談
先
▼
健
康
長

寿
課

　
次
の
方
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
、
１
月
下
旬
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
送
付
し
ま
す
。

対�　
象
▼
12
月
31
日
現
在
で
要
支
援
２

ま
た
は
要
介
護
1
～
5
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方

障�

害
者
控
除
の
区
分
▼

要
支
援
２
、

要
介
護
１
・
２

障
害
者
控
除

要
介
護
３
～
５

特
別
障
害
者
控
除

対�　
象
▼
65
歳
以
上
の
要
介
護
２
以
上

の
認
定
を
受
け
た
方
な
ど
で
、
常
時
車

椅
子
を
使
用
ま
た
は
寝
た
き
り
の
方

費�　
用
▼
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
初
乗
り
料
金
。
年
間
36
回
ま
で

※
車
椅
子
用
は
上
限
６
３
０
円

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
の
助
成

玄
関
前
の
除
雪
を
手
助
け

障
害
者
控
除
の
認
定

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
を
助
成

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
た
見
守
り

緊急時に備えて準備しましょう！緊急時に備えて準備しましょう！

■■緊急通報システムを設置緊急通報システムを設置
　病弱なために緊急時の対応が困難な世
帯に設置します。
対�　象▶65歳以上のひとり暮らし世帯な
どで、福祉票に登載されている方の世帯
費　用▶無料（ただし通話料は自己負担）
相�談先▶地区の民生委員

■■救急医療情報キットを配布救急医療情報キットを配布
　自宅での緊急時に救急隊へ医療情報な
どを知らせるためのキットを無料で配布
します。冷蔵庫内の分かりやすい場所に
保管しましょう。
対�　象▶65歳以上の高齢者世帯（日中のみ
高齢者世帯も含む）
費　用▶無料
相談先▶地区の民生委員

緊急通報システム
（シルバーコール）

救急医療情報キット
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算）

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明
許費を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
59.9%

33.2%

59.1%

25.6%

0.0%

70.7%

63.6%

32.5%

20.4%

64.3%

53.3%

27.2%

40.8%

28.1%

21.9%

58.6%

26.7%

0%

239.5%

3.0%

0.0%

46.8%

15億5,476万円

5,316万円

118万円

332万円

0万円

2,261万円

2億8,747万円

503万円

1,705万円

27億1,951万円

129万円

484万円

5,325万円

5億1,625万円

2億7,563万円

393万円

1,872万円

0万円

4億8,637万円

1,516万円

0万円

60億3,954万円

市 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割
交付金
地方消費税交付金

自動車取得税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億6,094万円

15億1,106万円

36億3,217万円

9億7,033万円

1億1,422万円

7億4,914万円

11億9,387万円

12億395万円

4億4,300万円

13億7,252万円

720万円

15億2,882万円

2,326万円

129億1,048万円

51.5%

37.2%

35.6%

40.0%

99.9%

40.1%

25.9%

22.5%

36.6%

41.8%

0%

36.5%

0.0%

35.8%

8,292万円

5億6,269万円

12億9,401万円

3億8,837万円

1億1,414万円

3億8万円

3億933万円

2億7,123万円

1億6,200万円

5億7,340万円

0万円

5億5,842万円

0万円

46億1,659万円

特別会計予算の執行状況

25億9,351万円

1億6,002万円

200万円

1,300万円

950万円

3,200万円

4億5,200万円

1,550万円

8,346万円

42億2,784万円

242万円

1,779万円

1億3,065万円

18億3,817万円

12億6,126万円

672万円

7,010万円

1億1,974万円

2億306万円

5億571万円

11億6,603万円

129億1,048万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 5,138万円 3,898万円 976万円
下 水 道 事 業 11億1,000万円 1億8,613万円 3億3,670万円
国 民 健 康 保 険 24億3,939万円 8億9,135万円 8億7,965万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億5,371万円 1億3,346万円 9,784万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億7,613万円 11億5,057万円 11億6,222万円
介護サービス事業勘定 870万円 483万円 280万円

農業集落排水事業 1億7,878万円 1,891万円 7,448万円
市 有 林 造 成 事 業 6,004万円 5万円 918万円
特 別 会 計 合 計 70億7,813万円 24億2,428万円 25億7,263万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況

予 算 額　合計 25億9,351万円
収入済額　合計 15億5,476万円

10億8,524万円
4億9,179万円

11億3,116万円
8億1,822万円

8,237万円
8,058万円

1億5,000万円
6,384万円
2,086万円

856万円
1億2,388万円

9,177万円

　また、現在高120億1,064万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
14億8,131万円
38億　　8万円

6,911万円
5億1,380万円
3億4,487万円
3億5,032万円
2億3,426万円
1億   611万円

51億1,078万円
120億1,064万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　 〃 　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～0.5％以下
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.4％以下

現在高（一般会計分）
93億   450万円
24億4,364万円

4億9,825万円
6,425万円

割　合
77.5%
17.8%

4.2%
0.5%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらう
ことで世代間の負担を公平にする効果があります。
市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行う
こととしており、公共事業および公共施設の整備な
どに充てています。9月末現在の残高は120億1,064万
円（前年同月末比0.5％の増）となっていますが、そ
のうち61.3％にあたる73億5,820万円が普通交付税と
して後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について

会　　　計　　　名 現　在　高
一 般 会 計 120億1,064万
　うち臨時財政対策債除く 74億2,113万円

特
別
会
計

下 水 道 事 業 50億8,256万円
農業集落排水事業 12億3,204万円
市 有 林 造 成 事 業 4,090万円
合　　　　計 183億6,614万

市からのお知らせI n f o r m a t i o n

令
和
3
年
度
　
上
半
期
の
状
況
　（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

�

問
財
政
課（
市
役
所
3
階
）☎
88
‐
8
1
2
0

　
市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
3
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
～
9
月
30
日
）に
お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税

の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市債状況
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

令
和
３
年
度
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

令
和
３
年
度　
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト　
入
賞
作
品

身
近
な
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

　
身
近
な
人
に
、
な
か
な
か
伝
え

ら
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を

「
5
・
7
・
5
」で
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
1
2
4
8
点
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
作
品
15
点

と
入
選
者
を
紹
介
し
ま
す
。村岡１年

竹内　龍太朗さん

あ
り
が
と
う

み
ん
な
が
え
が
お
に

な
る
ま
ほ
う

成器南１年
小林　大祐さん

本
当
は

け
ん
か
を
し
て
も

大
好
き
で
す

北郷６年
吉田　涼晴さん

あ
り
が
と
う

笑
顔
で
言
う
と

気
持
ち
２
倍

勝山南部３年
横山　結香さん

見
守
り
隊

い
つ
も
安
全

あ
り
が
と
う

村岡４年
今井　ひなたさん

お
こ
っ
て
も

ギ
ュ
し
て
く
れ
る

う
れ
し
い
な

成器南１年
藤田　創さん

お
と
う
さ
ん

あ
せ
だ
く
お
む
か
え

あ
り
が
と
う

成器南１年
土谷　一露さん

反
抗
期

伝
え
ら
れ
な
い

あ
り
が
と
う

勝山北部１年
廣田　真里菜さん

ご
は
ん
や
せ
ん
た
く

あ
た
り
前
に

あ
り
が
と
う

村岡３年
竹内　千晴さん

お
と
も
だ
ち

た
す
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

村岡１年
永吉　琥羽さん

「
大
丈
夫
？
」

そ
の
一
言
で

元
気
出
る
ぅ
。

勝山中部３年
上山　京柊さん

あ
り
が
と
う

ほ
か
ほ
か
ご
は
ん

マ
マ
大
す
き

成器南２年
野理　未優奈さん

あ
り
が
と
う

た
が
い
に
言
う
と

ホ
ッ
と
す
る

成器西６年
沼田　純和さん

つ
ら
い
と
き

気
付
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

勝山北部２年
堀　真奈羽さん

て
れ
く
さ
い

だ
か
ら
ラ
イ
ン
で

あ
り
が
と
う

勝山北部１年
島田　優杏さん

小
学
生
の
部

　
応
募
総
数　
７
８
６
点

　
優
秀
賞
10
点　
入
選
20
点

中
学
生
の
部

　
応
募
総
数　
4
6
2
点

　
優
秀
賞
5
点　
入
選
10
点

入
選
者【
小
学
生
の
部
】

�　

�

小
寺
梨
花
さ
ん
（
村
岡
1
）
中
原

悠
馬
さ
ん
（
成
器
南
2
）
齊
藤
涼

士
さ
ん
（
鹿
谷
2
）
澁
谷
銀
河
さ

ん
（
平
泉
寺
２
）
吉
川
真
尋
さ
ん

（
村
岡
２
）伊
藤
篤
志
さ
ん（
鹿
谷

3
）酒
井
咲
歌
さ
ん（
成
器
南
3
）

堀
江
紗
愛
さ
ん
（
成
器
南
3
）
小

寺
美
咲
さ
ん
（
村
岡
３
）
中
村
俐

仁
さ
ん
（
村
岡
3
）
内
田
紫
月
さ

ん
（
成
器
西
４
）
長
谷
川
優
さ
ん

（
成
器
南
４
）前
田
悠
貴
さ
ん（
成

器
南
４
）
山
内
陽
愛
さ
ん
（
平
泉

寺
4
）門
実
咲
さ
ん（
村
岡
４
）小

田
若
奈
さ
ん
（
成
器
西
５
）
松
井

ス
バ
ル
さ
ん
（
成
器
南
５
）
上
山

千
代
利
さ
ん
（
平
泉
寺
５
）
内
田

衣
智
さ
ん
（
成
器
西
６
）
宮
本
心

遥
さ
ん（
平
泉
寺
６
）

入
選
者【
中
学
生
の
部
】

　

�

安
居
芽
夏
さ
ん（
勝
山
中
部
１
）

　
伊
藤
志
修
さ
ん（
勝
山
南
部
１
）

　
坂
本
麗
名
さ
ん（
勝
山
南
部
１
）

　
宮
澤
友
和
さ
ん（
勝
山
南
部
２
）

　
安
岡
健
流
さ
ん（
勝
山
南
部
２
）

　
山
田
樹
璃
さ
ん（
勝
山
南
部
２
）

　
山
岸
聡
さ
ん（
勝
山
北
部
２
）

　
前
川
琴
羽
さ
ん（
勝
山
中
部
３
）

　
藤
田
紗
彩
さ
ん（
勝
山
南
部
３
）

　
西
尾
季
良
さ
ん（
勝
山
北
部
３
）

入選者の作品
や巡回展示ス
ケジュールは
こちら

い
え
な
い
け
れ
ど

ま
い
に
ち
た
く
さ
ん

あ
り
が
と
う
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

　
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
60

歳
を
過
ぎ
た
方
で
も
、
申
出
を
し
て
い

た
だ
く
と
加
入
で
き
る
「
任
意
加
入
制

度
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
」の
5
年
間
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
任
意
加
入
で
き
る
方

（
①
～
③
の
全
て
を
満
た
す
方
）

①�

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
６
０
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方

②�

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方

③�

20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料

の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未

満
の
方

※�

加
入
で
き
る
期
間
は
、
60
歳
の
誕
生

日
の
前
日
か
ら
65
歳
の
誕
生
月
の
前

月
末
ま
で
で
す

※�

申
出
を
行
っ
た
日
が
加
入
日
に
な
り
、

加
入
月
か
ら
保
険
料
が
か
か
り
ま
す

※�

納
付
方
法
は
原
則
、
口
座
振
替
と
な

り
ま
す

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

�

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

【
国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て
】

◆
ど
ん
な
時
に
国
民
年
金
に

　
　
　
　
　
　
　
加
入
す
る
の
？

①�

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
厚
生
年
金
加
入
者
を
除
く
）

②
仕
事
を
や
め
た
と
き

③
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

※�

②
③
の
場
合
は
加
入
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す

◆
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）は

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
！

　
「
老
齢
基
礎
年
金
」は
老
後
の
生
活
、「
障

害
基
礎
年
金
」
は
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を

負
っ
た
方
の
生
活
、「
遺
族
基
礎
年
金
」は

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子
の
あ
る

配
偶
者
ま
た
は
子
の
生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
支

え
て
く
れ
ま
す
。

◆
年
金
の
加
入
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
！

　
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
記
録
や
将
来
の

年
金
見
込
額
の
試
算
等
が
確
認
で
き
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ねんきん
ネット

　

農
地
は
耕
作
を
や
め
て
数
年
経
て
ば
、

原
形
を
失
う
ほ
ど
に
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
遊
休
化
し
た
農
地
は
、
農
地
集
積
に

支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
火
災
や
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
の

原
因
と
な
り
、
近
隣
の
住
民
や
農
地
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
一
度
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
を
元
の
状

態
に
戻
す
に
は
大
変
な
労
力
と
費
用
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
、
除
草
・

耕
う
ん
等
を
行
い
、
常
に
耕
作
可
能
な
状

態
と
な
る
よ
う
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

耕
作
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
や
後
継

者
が
な
く
将
来
の
農
地
の
維
持
管
理
に

不
安
の
あ
る
方
は
、
地
域
の「
農
業
委
員
」

や
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

�

問
農
業
委
員
会（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
1
5

◆
農
地
転
用
と
は
？

　
農
地
を
住
宅
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
な

ど
の
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
で
す
。

　
農
地
転
用
を
す
る
に
は
、
許
可
申
請
ま

た
は
届
出
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　　

手
続
き
を
せ
ず
に
無
断
で
農
地
転
用

す
る
と
農
地
法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中

止
や
原
状
回
復
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
に
復
元
す
る
に
は
相
当
の

費
用
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
農
業
用
施
設
を
設
置
す
る
際
に

も
、
許
可
や
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

設
置
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

違
反
転
用
に
は
厳
し
い
措
置

　
無
断
で
農
地
転
用
す
る
と
、
３
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
3
0
0
万
円
以
下
の
罰

金
の
適
用
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
許
可
申
請
ま
た
は
届
出
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

各委員は市HP
でご紹介

S
T
O
P　
や
め
よ
う
！

農
地
の
違
反
転
用
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

行事・募集案内
達人に学ぶ！そば打ち教室

時12月17日㈮午前9時30分～午
後0時30分頃所遅羽公民館ホール
講佐藤喜代子氏（そばうち段位5
段）定15人費1,000円持エプロン、
三角巾、タオル、お持ち帰り用タッ
パー締12月15日㈬
申・問遅羽公民館　☎88-0364

　
今
月
の
広
報
で
は
、
元
気
に
活
動

す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
特
集
し
ま

し
た
。今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、も
っ

と
人
生
を
楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。�

（
M
）

　
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
を
や
っ
て
み

る
と
少
し
隙
間
が
…
。
ま
だ
大
丈

夫
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
早
め

の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
意
識
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。�

（
S
）

編
集
後
記

省略記号　時–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

各採用試験の
申込方法など
詳細はこちら

（０７７９）

～心によりそい、心でつながる～
〒 勝山市滝波町 丁目

セレモニーホールパシオン

今なら 円の入会金のみで

『パシオンの会』

年会費

積立金

更新費

一一切切不不要要

通常価格から会会員員価価格格に

時間 日

ご依頼・ご相談等承ります。

家族葬

最最大大 万万円円

おお得得にに

お葬式費用が

◆
職
員（
学
芸
員
）

受
付
期
間
▼
12
月
20
日
㈪
ま
で（
必
着
）

※�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

試
験
日
程（
一
次
）▼
令
和
4
年
1
月
8
日
㈯

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

勝
山
市
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
　
採
用
候
補
者
試
験

�

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
3

試験区分 小学校給食調理員

採用人数 2人程度

受験資格
問わない

生年月日

試験内容 作文試験、面接試験、書類選考

報酬 13万4,522円/月～ 13万8,358円/月

　

雪
が
降
る
こ
の
時
期
、
犬
の
フ
ン
や

生
ご
み
な
ど
を
河
川
な
ど
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
用
水
に
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ

が
原
因
で
雪
が
詰
ま
り
、
そ
こ
か
ら
水

が
あ
ふ
れ
家
屋
が
浸
水
す
る
被
害
も
出

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
も
や
っ
て
い
た
と
か
、
少
量

な
ら
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
自
己
本
位
な

考
え
は
改
め
、
お
互
い

が
気
持
ち
よ
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、
ゴ
ミ
の
投

棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

河
川
や
用
水
へ
の

ゴ
ミ
の
投
棄
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

�
問
環
境
政
策
課（
市
役
所
1
階
）

�

☎
88
‐
8
1
0
4

試験区分 学芸員

採用人数 1人程度

受験資格 学芸員の資格を有する方（＊）

生年月日 平成4年4月2日～平成12年4月1日

試験内容 教養試験、性格特性検査、作文試験

初任給 18万2,200円（大学新卒の場合）
＊令和4年3月末日までにその資格取得が見込まれる方を含む

◆
会
計
年
度
任
用
職
員

�

（
給
食
調
理
員（
二
次
募
集
））

受
付
期
間
▼
12
月
27
日
㈪
ま
で（
必
着
）

※�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

試
験
日
程
▼
令
和
4
年
1
月
8
日
㈯

試
験
会
場
▼
教
育
会
館
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。
広報 12 月号　広告

詳しくは
本広報内の
チラシを
ご覧ください

人口の動き（前月比）　※11月末現在
総人口 22,200人（－16） 世帯数 7,890世帯
男性 10,628人（－9） 出生 11人 死亡 32人
女性 11,572人（－7） 転入 35人 転出 30人

11月の交通事故（前年比）
事故 39件（＋15）
死者 0人（－5）

負傷者 13人（±0）

12月の納税
固定資産税（3期）

納期限 12月27日㈪
口座振替 12月22日㈬


